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現代中国語における 

“见 �”の多義構造と統語的特徴 

 

                         黄 利恵子 

 
１．はじめに―中国語の「見る」の概観 

 人間の五感に関わる感覚を表す動詞には「見る―見える、聞く―聞こえる、

かぐ―匂う・香る、味わう、ふれる」等がある。しかしこれらの語は、「味

を見る」「春の足音が聞こえる」「彼は匂う（怪しいという意）」「自然を味わ

う」「やさしさに触れる」などの表現があるように、感覚表現には共感覚的

あるいは非共感覚的メタファーが多々見られる。１ さらにその中でも高次

感覚である視覚を表す動詞「見る」は、感覚からメタファー的に或はメトニ

ミー的に派生したさまざまな意味を有し、思考・判断、さらには行動等を含

意する。２ 又「見る」は、「観る」「看る」「診る」等の同音異漢字も多い。 

この多義性は現代中国語にも共通して見られる。現代中国語において「見

る」に関連する語彙はかなりの数に上り、“看、见 �、瞧、喽、瞅 �、视、观、

目”などがそれである。その中で、“瞧”と“喽”は方言、“瞅 �”は俗語であ

り、“看”の有する意義範疇の一部を担っている。“视、观、目”は、現代中

国語において、bound formの語であり、単独で一語として機能することはで

きない。この“视”がもつ意味は大きく分けて２つある。１つは“� �觉 �、视

力、� �线”という言葉に表れる、まさに視覚的対象認識という「見る」の基

本義であり、いま１つは、“� 崾�、� �视、� �察 �”などの語に表れる、思考、

判断、調査等の派生義である。  

“看”が形態素となる単語には、“� 榭�、� �护、� �看”などがあり,それぞ

れ「調べる、見守る、判断する」などの意味を表している。日本語と同様に

多義性を有しているが、その派生の方向に関しては差異が見られる。また“望、

窥 �、盯、瞥、瞟”等、“看”の類義語は視覚的対象認識という“看”の基本

義に極めて類似するが、その対象の捉え方は限定されている。“盯”はその

動作が長時間で強い意図性があり、“瞥”は一瞬の動作、“瞟”は斜めから見
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ることを表す。また遠方を見る意を有する“望”は、その空間的距離が時間

的距離に転用され「希望する」という派生義を生じる。中を見る意味を表す

“窥 �”は、内面を探るという派生義を生む。このように基本義の意義範疇が

狭い分だけ多義性は低い。 

 

２．“见 �”の意味 

本稿は、上述した「見る」の意を表す現代中国語のいくつかの語彙の内、

“见 �”の統語的特徴と多義構造の分析をその目的とする。“见 �”は“� ���、

� ��、� ��、� ���”などの語を構成し、「会う、知識を得る、～される、当

たる」などの多義性を有している。 

現代中国語の常用表現として“� �� ��见  ,� �� ��闻”があるが、これは視

覚的には見ているがきちんと見えていない、聞いていても聞こえていないと

いう意味から、比喩的に「重視していない」等の意味で用いられる。３ こ

こでの“视”は主体的行為であるが、対象を認識しておらず、“见 �”は主体

的行為であるかどうかは不明であるが、対象は認識されている。この“看”

と“见 �”に見られる意図性と非意図性の対照的語彙とすることも類似する。

しかし非意図的で対象認識を表すという意味は“见 �”の本質的意味ではなく、

一側面に過ぎない。 

池上（1 9 9 3 A）は、「初段階的感覚」は自動詞を用い受動的に表され、「認

知」に近くなればなるほど主体的な性格を有するようになると述べている。４

しかし、例えば「見える」を例に取ると、「何かが見えた」という「初段階

的感覚」を表すと同時に、「彼は社長に見える」という能動的関わりを伴う

高次認識も表している。日本語における感覚動詞には自他の対応が見られる

が、中国語にはもともと２、３の動詞を除き自他の対応がないため、“� �见 �

� �� �么”のように、感覚動詞に“见 �”を後置することによって「初段階的感

覚」を表すことができる。一般的に「初段階的感覚」は、感覚機能が感覚対

象を捉えられる範囲内に存在すれば、思考や意図の介在無しに自ずと認識さ

れる。しかし厳密には、「初段階的感覚」においても、対象は取捨されてお

り、主体の能動性を全く排除することはできない。 

日本語の「見る」と中国語の“看”は、「感覚・知覚・認知」という視覚

的対象認識、視覚に基づいた理解、判断、処置等の拡張された意味を有し、

さらに視覚の関与しない理解・判断等も意味する。しかし“见 �”は、視覚的
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対象認識の意味は稀薄で、対象から抽出された二次的意味の認識を意味する

と考えられる。二次的意味とは、主体にとって何らかの意味を生じうる対象

が備えている性質を指す。それゆえ、対象の視覚的映像は背景化され、対象

から主体への二次的影響に焦点が移り、非視覚的、非動作的、非主体的、相

互的という性質を持つ。たとえば「木を見て過去を思い出す」という場合、

過去の経験から木の一要素である過去との関連性（二次的意味）が認識され、

過去を思い起こさせる二次的影響を主体に与える。この時、視覚機能を働か

せる主体的動作は強く意識されず、木の視覚的映像は背景化される。このよ

うに思考的関与の強い高次認識を伴う“看”に対して、情緒的感情的関与を

有すると考えられる“见 �”の多義構造については次章で詳しく分析する。 

また“见 �”には、以下の統語的特徴が見出されるが、これも上述の“见 �”

の意味から導かれる。 

Ⅰ過去の事象を表わすアスペクト辞“狛”との共起が多見される 

Ⅱ動作の継続・状態・様態を表わすことはできない 

        （*＋着 zhe *＋完 *＋得� 晗�） 

Ⅲ因果関係を表す複文の前件での生起が多見される 

Ⅳ複文の前件と後件は心理的自然発生的誘因と結果である 

Ⅴ人を対象とする場合、統語的には極めて自由である 

Ⅵ主語の位置に無生物が生起する 

  Ⅶ特定の動詞を後置に前置され、抽象的被動を表す 

感覚主体は一般に人を含む動物であるが、“见 �”には、主語の位置に無生

物の置かれることがある。日本語においては「布が壁に触れている」のよう

に、触覚を表す感覚動詞の主語の位置に無生物が置かれることがある。詩人

や画家がしばしば「樹がわれわれを見つめ・・・」と捉えるように、

Merleau-Pon ty が述べる「物のうちにおける視覚作業の萌し」や「人間以前

の眼差し」が存在し、５それが言語表現においても表われているのである。

感覚する手と感覚される手があるように、パラドクスを有する身体は「感覚

する物」「主観的客体」という二重性をもった存在であり、生物と無生物は

それほど厳格に分けられるものではない。人は、夢の中で記憶上の映像を見

ることができる。又現代科学は、眼の見えない人が映像を見ることをも可能

にした。見るという行為には、眼に依存した視覚作業以外の意味が含まれて

いる。本稿は“见 �”を通時的に分析するものではないが、“看”と異なり古
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代漢語に語源を持ち、多様な意味の変遷を経て、現代中国語においても極め

て抽象的な意味を有している“见 �”の多義を分析する。 

 

３．“见 �”の多義構造の分析 

３.１存在に焦点のある視覚的対象認識 

(1) � �� �� �� ��。（鉛筆が見当たらない。） 

 この表現における“� �� ��”は今までは見えていたはずのモノが見えなく

なったことを表す。つまり“了”の付加によって、いままで視界内にその存

在を認識したモノが視界から外れたという意味が表されるが、“见 �”自体は

対象の視界内存在の認識を意味している。 

しかし、この形式は肯定に用いられることはない。「ある」を「見える」と

言い替えると、一般にその焦点は「存在」から「視覚的対象認識」（能力・

可能性等）に変化する。しかし、「鉛筆が見えない」は、視覚機能や認識可

能の客観条件でなく「（存在し）なくなった」ことをも意味する。このよう

に“� �� ��”の形式で生起するのは、視覚という主体的関わりに焦点がある

のではなく、対象の視界内存在に焦点があり、対象の存在を表すからである。 

 視覚については、（Ｌakoff)などによって存在を表す容器のイメージスキ

ーマを用いて説明されてきた。視覚の容器＝視界内の対象存在認識は“看见 �”、

容器外の対象存在は“没看见 �”、容器内に存在した対象が容器から外れた場

合に“不见 �了”と表わされる（３ .10 を参照）。しかし、以上の視覚の容器

と対象の存在の関係では、感覚主体は背景化され、主体の視覚の関わりは表

わされない。 

 

３.２ 出現に焦点のある視覚的対象認識 

 “见 �”は、対象が出現し視覚で認識できる状態にあることを表す。 

(2) � �� �� �� ��� �。（病気が目に見えて良くなり出した。）  

(3) ��·,� ��� ��� �� �� �� �� �� �� �� �� 帷�（しかも木が見えるところ全部に

漆をかけた。）（四世）  

(2)は良くなる状態、(3)は木という対象が視覚で認識できるという出現状

態に焦点があり、認識できるという主体の能力や客観的条件に言及している

ものではない。 
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３.３ 経験に焦点のある視覚的対象認識 

① “见 �”はさらに対象が主体にとって非日常的なモノであり、対象認識に 

困難性が伴い、必然的に経験の有無に焦点があることを表す。 

(4) 厘没需狛寄今｡（私は海を見たことがない。） 

(5) 厘㌫需需寄今｡（私は海を見たい。）  

対象は、「海」や「パンダ」、「殺人」、「多くの奇妙な事」「こんなに古い型」

などの非日常的なモノである。視覚的に対象を認識するという行為ではなく、

それに基づいた経験に焦点があるため(4)(5)のような経験の有無や希望は表

わせるが、次の(6)(7)のように動作の状態を表わす文は非文となる。 

(6)*我効麿需寄今阻｡ （私は彼と一緒に海を見た。） 

(7)*厘� �直需着寄今｡  （私はずっと海を見ていた。） 

また、「あなたのかばん」のような日常的対象は不自然となり、それが非

日常的対象であるという前提の下でのみ成立する。 

(8)*厘短需狛低議淫｡ （私はあなたのかばんを見たことがない。） 

(9) 油傍他 �議皮淫頁匯為定念做 �議,但厘珊短需狛｡（彼のかばんは 100 

年前に作られたそうだけど、私はまだ見たことがない。） 
 

② “过”と共起（統語的特徴Ⅰ） 

 まず、以下の三グループの例文を比較してみる。 

A「あなたが送ってくれた写真はもう見ました。」 

(10) � 慵�� ��� �� 嗥�儿 @,� �� �� �� �。 

(11)*� 慵�� ��� �� 嗥�儿 @,� �� �� ��。 

B「あなたが送ってくれた写真はもう見ました。」 

(12) � 慵�� ��� �� 嗥�儿 @,� �� �� �� �。 

(13)*� 慵�� ��� �� 嗥�儿 @,� �� �� ��。 

C「知らないでしょ！あなたの昔の写真見たことあるのよ。」 

(14) � 悴�� �� �吧! � �� �� �� �你 �� �� �� 虻�� 嗥�� �� 

(15) � 悴�� �� �吧! � �� �� ��� 阈�� �� 虻�� 嗥�� �� 

A と B は、送られた写真を見るという動作がすでに完成したかどうかを

述べる表現であり、C は、本人が知らない小さいころの写真という、対象を

認識することの困難性が提示されており、経験に焦点のある表現となる。つ

まり B の“过”は動作の完成を表し、C の“过”は経験を表す。この時“看”
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を用いた場合は、すべて成立するが、“见 �”は、経験の“过”とのみ共起可

能である。 

③ 動作に焦点がない（統語的特徴Ⅱ） 

“看”は“� �� �看、� �着、� �� 炅�”等動作のアスペクトを表す表現や“看！”

という命令文として成立するが、“见 �”はいずれも非文となる。さらに“看

得� 晗�”“看� �了”は成立するが、“*见 �得㌣聾”“*见 �拙阻”は不成立となる

ことからも“见 �”が動作を意味するものではないことがわかる。このように

“见 �”は、動作そのものよりも視覚的対象認識に基づいた経験を意味する。 

 

３.４ 視覚的対象認識に基づく、心理的影響を及ぼす誘因の認識 

 前節で見たとおり、“见 �”は経験の“过”と共起し、動作、行為、作用、

変化の完成を表わす“了”とは共起しなかったが、因果関係を表わす複文の

前節では成立する。これは原田（1997）の小説の分析とも一致する。６（統

語的特徴Ⅲ） 

(16) � 饩�� �� �� 杞�� 龉��� �惯的,� �� �� 馐�候� ��,� 鋈�心� �� 糇魍�, 

� �� 岬�� �� 骼帷�（� �城）（この景色は鴻漸が故郷を離れる前は見慣れてい

たのに、今見ると心はきゅっと痛み目頭が熱く涙が流れる。） 

(17) 牝弌純需麿凛商戦議高疏 ,公椎匯專節陀孤阻 ,詰凛音般壅心 ,字亠仇

阜返祇。（律廓）（唐さんは彼の目の輝きを見て、涙が止まり、伏し目が

ちに再び彼を見て、ぎこちなく手を伸ばして言った。） 

(18) 析繁匯需嗤繁仞浜徭失議三 ,音喇誼戻互阻匯泣匹咄 ,參宴奐互湖強

議薦量。（膨弊）（老人は自分の話を熱心に聞く人がいるのを見て、感動

を呼ぼうと自然と声が大きくなった。） 

(16)の例では、“见 �”は主体の心が痛み涙が出るという自ずとこみ上げて

くる感情の誘因となった視覚的対象認識を意味している。 (17)でも、“见 �”

は、目の輝きという抽象的対象を認識することで、涙が止まるという状況を

引き起こしている。視覚的作用より、主体の心理作用が大きく関与している

と考えられる。また、後半の“看”は視覚的対象認識を表す意識的動作であ

り、その動作の後に次の動作が時間的に連続して起こる状況と解釈できる。

この“看”は後に続く動作の心理的誘引ではない。(18)の例も同様で、すべ

て視覚的映像は後退し、主体に心理的影響を及ぼし得る二次的要素、即ち人

が自分の話を聞いているという意味が主体に認識されたという解釈が成り
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立つ。 

 但し、因果関係の中でも心理的自然発生的誘因と結果の関係に限られる。

（統語的特徴Ⅳ） 

(19)*需阻麿議概 ,  厘㌫麿匯協珊壓宸隅。（車を見たから、彼はきっとま

だここにいると思う。） 

(20) 需阻麿議概,厘匆㌫択阻。（彼の車を見て、車が欲しくなった。） 

(21)*� �见 �阻壇,� �� �� �修� 怼�（そのドアを見て修理を始めた。） 

(22) 厘需阻壇,祥怒阻｡ （そのドアを見て逃げ出した。） 

 (19)の例の前件は判断の根拠・理由であり、後件の状況を生み出す誘因で

はないため非文となる。そして(20)においては、車を見たことが、買いたい

という主体の感情を引き起こしている。車の存在を認識したのではなく、車

を持つという主体にとって特に関わりのある抽出された意味が主体に認識

されている。(21) (22)の文では、一見両者ともドアを見て連続して次の行動

に移っているが、 (22)は成立し (21)は非文である。 (21)では、修理が必要と

判断し、道具を準備するという、理性的な思考と行動を伴っている。それに

対し(22)は、そのドアが持つ二次的意味―たとえばそのドアのある部屋に二

度と会いたくない人がいる―を認識し、瞬時にそこを離れようという意志が

働いたのである。これは時間的な連続というより、前件が後件の行動を引き

起したという解釈が妥当である。両者とも判断と行動が関与しているが、

(22)における判断は、極めて主観的な経験と価値観に導かれたものであり、

(21)の主体の経験に根ざさない理性的判断とは異なる。 

以上からわかるように、“见 �”は、主体の経験に強く根ざした主体の感情・

衝動・行動を引き起こす心理的誘因となる二次的要素を認識することを意味

する。 

 

３.５ 理解に焦点のある人の視覚認識（相互的接触）（統語的特徴Ⅴ） 

 “见 �”が表わす人の認識は、社会的対人関係の上下とは関わらない。 

(23) 悳将尖勣需厘、� ��� �� �� ��0｡（社長が私に会いたいそうなので会

いに行く。） 

 しかし、友達や同僚、家族という近い関係の日常的面会を表わす場合は不

自然になり、(25)のように長い間会っていない等の条件を提示する必要が生

じる。 
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(24)？厘勣需厘議涛嗔｡ （私は友達と会う。） 

(25) 厘勣需厘� �� �候 �議老涛嗔｡（私は子供の時の友人と会う。） 

次の表現例も、友人・家族を対象としているが、長い間会っていないこと 

が前提となっている。 

(26) � �� �� ��� 笥�们,� ��� �� ��烟,� �� �嵋�� �� 憔�,� �� �� �� �� �� 一

� �� �� �。（� 嫱�）（友達と会っても、彼は相変わらず煙草をふかし、酒を

たしなみ、福子のことはきれいさっぱり忘れていた。） 

(27) � �� �� �� �� �� �� �� ��� ��� �� �人,� �� �� �� �� �� �� 跬�,� �� �� �� �说,� �流 �

� �� 嵯蛩�� �。（� 嫱�）（福子が戻った。再会した家族は、一人が片足の彼

女を抱きかかえ、言葉もなくただ涙を流し笑いかけた。） 

このように“见 �”を単独で用いる場合は、関係が繋がりにおいて或いは時

間的に疎であり、「会う」ことによって、意味が発生する非日常的接触を表

す。日常的な意味で「会う」場合には“  厘効涛嗔需中 ,厘耽爺需欺涛嗔 ,厘

孀涛嗔肇 ,厘耽爺脅氏当貧涛嗔”などの表現が用いられるが、これらは非日

常性・重要性では共通して“� ��と対照的な意味を表わしている。 

ここで“看”と比較してみる。 

(28) 厘勣肇需� �� ��的涛嗔｡ （私は中国からの友に会いに行く。）  

(29) 厘勣肇心� �� ��的涛嗔｡ （私は中国の友の様子を見に行く。） 

“� ��を用いた文は、上述したように、関係が疎遠であるという前提で相 

互に話をして状況を認識するという意味を表す。一方、“看”を用いた文は、

関係が疎遠であっても、心配して様子を見に行く或は病気見舞いに行くなど

の意味になる。つまり“� ��� �� 嗷�� �� �� �� �的であり、“看”は単方向的で

ある。 

また日本語の「会う」は、直接的接触にのみ用いられる。たとえば「テレ 

ビ・雑誌で会った」はテレビ・雑誌の仕事で直接接触したと理解され、何か

を媒介した接触には「見る」が用いられる。ところが、“� ��は、このよう

な間接的接触にも用いられ、二次的意味との接触を意味していることがわか

る。このような人との接触は、必然的に二次的意味を伴うことにより、統語

的にはかなり自由である。 

 

３.６ メタファー的派生の 1―誘因との接触（統語的特徴Ⅵ） 

３.４で述べた視覚を基礎とする誘因の認識は、認識された誘因が主体に 
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影響を及ぼすものであった。“� ��は、この誘因と影響という関係の類似性

からメタファー的に視覚を持つ主体が関与しない誘因との接触を表す。一般

に人間の身体は日々空気にさらされるが呼吸が苦しい等の影響発生によっ

てのみ認識され、物理的接触は認識されない。これに類似する非固体―火、

熱、風、光、寒さ、水等との接触を“� ��は表す。固体との接触は視覚的、

物理的で、対象の二次的抽象的意味との接触を表す“� ��は不適切である。 

また、この接触は状態変化、質的変化、身体的変化等の影響発生の意を包 

含する。 

(30) � �� �� ��� 缇�� �� �� �。（病人は風に当たるとすぐ熱を出す。）  

 (31) � ��� �化。（熱に当たるとすぐ解ける。） 

 (32) � 庵�� �� �� �狻�（この種の薬は光に当ててはいけない。） 

しかも(30)では主語の位置に人がくるが、感覚する主体ではなく、客観的 

存在としての人である。そのため、「風に当たって気持ち良くなった」等の、

感情変化は表せず、身体的変化に限られる。また“需欠、需邦”等の表現は

慣用的で悪影響のみ表す。例えば“需高”は悪影響しか表わさないが、“需

阻高,需剩光 �”等の表現では、好影響、悪影響の何れの表現も可能になる。 

このように“见 �”は、モノが、接触を認識しにくい非固体の対象と接触し、 

それが誘因となって影響を受けることを表す。この時、もはや人の感覚（視

覚）機能は全く関与していない。 

 

３.７ メトニミー的派生の１―対象の存在 

“见 �”は対象の存在を表す。主体が対象を認識するということは対象が存

在するということであり、視覚的対象認識は存在の一要素である。この“见 �”

の意味は存在に焦点のある視覚的対象認識（３ .１）からメトニミー的に派

生している。 

(33) � �� �� �� �� 橹�� �� �� ��� �。（会社の組織図は次ページにある。） 

上例において“见 �”は存在場所を示し、それは視覚認識が可能である意味

をも包含するが、この文自体には視覚も視覚主体も全く関与していない。 

 

３.８ メトニミー的派生の２―対象の出現 

“见 �”は対象の出現を表す。対象の視覚的認識とは対象が存在し、かつ視

覚と接触可能な状態で出現していることであり、視覚認識は出現の一要素で
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ある。この“见 �”の意味は出現に焦点のある視覚認識（３ .２）からメトニ

ミー的に派生している。 

(34) � �� 鞒跫��� �。（仕事に初めて成果が出た。） 

(35) � �� �� �� �� �� �� ��果 �。（その薬を飲むと効果が現れる。） 

上の例文において“见 �”はある状況・症状等が出現したことを意味してい

る。例えば(34)では契約成立等の状況の出現であるが、視覚は関与していな

い。 

 

３.９ メトニミー的派生の３―抽象的被動経験（統語的特徴Ⅶ） 

 “见 �”は抽象的被動を表す。（二次的要素を）見ることは、経験の一要素で

あり、かつプロトタイプとも言える。従ってこれは経験に焦点のある視覚的

対象認識（３ .３）からのメトニミーによる派生義である。この意味におい

て視覚はほとんど関与していないが、実際には経験に焦点のある視覚的対象

認識と連続的なものである。抽象的被動とは、たたかれる等の身体的、直接

的被動ではなく、“� ��、� ��、� ��”（笑われる、教えられる、愛される）

等の抽象的間接的影響を受けることである。また“见 �”では対象から主体へ

の二次的関わりに焦点があると２章で述べたが、たとえば、「笑われる」と

は人が笑っている状況において、主体に対して笑っているという意味を認識

し、経験することである。“看”では、主体は対象の外にあり、それを視覚

的単方向的に認識するが、“见 �”では視覚は関与せず、主体も外部対象との

相互作用の中に存在して状況を認識経験する。 

 

３.10 補助動詞（� �语 �）の場合 

① メタファー的派生の２―対象の存在認識 

 “见 �”が補助動詞として後置される動詞は極めて少ない。感覚動詞では、

視覚に関わる “看、瞧、瞅 �、喽、望”等と聴覚・嗅覚を表す動詞“听（聞

く）、闻（匂う）”があるが、触覚・味覚を表す動詞 “尝、摸、触、碰 �”等

には“见 �”は後置されない。これは日本語において、触覚・味覚を表す感覚

動詞に明確な自他の対応がないことと符合する。それは次の理由によると考

えられる。視覚・聴覚・嗅覚においては、感覚主体と感覚対象の間に一定の

距離が存在し、多くの対象が接触可能な状態にあるが、味覚・触覚では主体

と対象は直接接触であり、対象認識には食べる等の能動性が必要となる。そ
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のため逆に、存在の認識が焦点とはならない。感覚動詞に後置された“见 �”

は、視覚の要素は消失し、感覚機能が達する範囲内の対象存在の認識を表す。

これは存在に焦点のある視覚認識（３ .１）のメタファーによる派生義であ

る。たとえば“� �� ��� 窠�声 0”(鳥の声が聞こえた)は、鳥の声の存在認識が

表現され、主体的感覚の関与は背景化される。また“� �见 �”は「初段階的感

覚」から高次認識までを表すが、それ以外は高次認識を表すことはできない。 

② メトニミー的派生の４―経験 

 “见 �”は感覚動詞以外に“梦、碰 �、偶”に後置されて、経験を表す。これ

は視覚的認識に基づく経験（３.３）からのメトニミー的派生義である。 “碰 �”

は触覚動詞でもあるが、“见 �”と共起する際は“偶”と同様の意味で、“� 黾��、

偶见 �”は共に、出くわすという偶然的経験を表す。人や抽象的事象を対象と

し、物体は対象とならない。“� �见 �”（夢見る）も視覚は関与せず、睡眠中に

経験に基づいて蓄積された映像が主体との関連の中で意識化されることと、

覚醒中に空想を描くことを意味する。つまり何れも非現実の世界を経験する

ことである。これら基本動詞は、“见 �”が意味する経験の、方法や環境を表

している。 

 

４．まとめ―“见 �”の多義分析 

日本語・英語の場合、視覚は多義性、主観化（思考の関わりの増大）にお 

いて、他感覚に対する優位性を持っている。７ “看”も同様であるが、“见 �”

には異なる方向性への意味の拡張が見られた。本稿の分析により“见 �”の意

味は以下のように分類される。（括弧内は典型的日本語の意味） 

 

   二次的意味に    → 非視覚的派生義 

   焦点のある視覚認識 

存在（見当たらない）     → メトニミーの１ （～に記載） 

                 メタファーの２ （補助動詞） 

出現（目に見える）      → メトニミーの２ （表れる） 

経験（見たことがある）    → メトニミーの３ （～される） 

                  メトニミーの４  （補助動詞） 

誘因（～と出会い・・）    → メタファーの１  （～に当たる） 

人の理解（～と会う） 
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湯浅  (1996)  は、外界（対象）・身体・意識の関係を図式化して示してい

る。この図で、“看”は運動神経と思考に焦点があり、“见 �”は感覚神経の二

次的要素と感情に焦点が有る。“一� ��情 �”（一目ぼれ）にこの意味がよく表

れている。以上の分析から、“见 �”の中心的意味は次のように定義すること

ができる。８ ①対象から抽出された二次的意味の認識。②視覚的要素は稀

薄で、視覚的映像は背景化する。③思考的（“看”）ではなく、感情的である。

④主体的単方向的関わり（“看”）ではなく、相互的双方向的である。 

                                           

                                  （意識）           
                

         感覚   思考   感情   (心)  

 

      感覚神経    

 （外界）         大脳皮質   皮質下中枢  (身体) 

      運動神経    

    

このように現代中国語においては、視覚に関して二つの語彙により意味

の役割分担がなされているということができる。 

本稿では紙幅の関係で“只见 �”、“见 �到”、见 �着、见 �上”の分析はできな

かった。“见 �”の通時的考察とともに他稿に譲る。 

 

 

注 

１洪玉芳 (1999)参照。 

２田中聡子（1996）は「みる」の多義構造として、視覚+認知を基本義に、基本

義+理解判断、基本義+理解判断+処置、他の知覚＋理解判断＋処理、視覚を含

まない経験と理解判断を設定している。 

３『礼記・大学』“心不在、視而不見、聴而不聞、食而不知其味”。 

４Lakoff (1987) 池上訳 (1993A) 745頁の訳者解説において、外国語を聞く場合

を例に、「感覚」は連続した音が聞こえる段階、「知覚」はまとまりを聞き分

けられる段階、「認知」は意味を読み取れる段階としている。 

５Merleau-Ponty (1964) 滝浦他訳 (1966) 266頁・359頁参照。 

６原田（1997）参照。 

７山梨 (2000) は、感覚モダリティと思考・判断への拡張を、視覚＞聴覚＞嗅覚

＞（？味覚）＞（？触覚）の順としている。 
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８池上 (1993B) は、すべてに共通する意味の「基本的意味」或は「中心的意味」

は、概念内容を稀薄にするとして否定し、多義性の構造を、任意の 2 つの意

味単位の恣意的な関連性に還元する。 
 
 

用例出典 

台葉：析普 (1993) ＜台葉㌦徨＞≪析普弌傍畠鹿 及膨壌≫海臭猟簒竃井芙 

律廓：� �� �书 � (1969) ≪律廓≫  � 愀�� ��� 榫�    

四世 : � �舍 � (1999) ≪四世同堂≫ � �� 裎�� �� 霭嫔� 

 なお、出典を明記していない用例は作例である。 
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